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り
信

戟

柘
常
置

の
多

く
の
出
録
音
か､
大
畑
出
身

で
布
石
こ
と
は
､
専

政

元
年

へ
一
七
八
九
J
S
フ
ナ

､ソ
リ

･
メ
ナ
シ
の
乱

の
確
寵

か
ら
十

分
掻
嘗
jj-宗
石
｡
｢
南
部
変
電
｣
に
は

､

｢
初
動
雪

叫
ス
兵

征

(

搾
搾
彦
)
と
い
(
石
も

の
紘
両
家
の
苛
頁
人
と
な

り
､
国
債

及
J(i

厚
帯
等

の
地

tl｡
店
舗
を
設

け
､.
鰐
売
人
と
安
易
の
業
を
営
の
り

､

.繋
f
る
に
そ
の
店
革
等
蚤

<
不
藷

の
こ
と
有

り
､

(
中
碓

)
ス
東
征

の
許

に
雇

ば
れ

た
ち
銭
.柿.
北
部
大
畑
吋
町
道
の
轟

罵
皿
十
人
額

害

とら
れ

(
.以
下
略
)

L

(
蛙

三

ハ
)
圧
と
記
し
て
い
ろ
.
ま
u
J

地
域
史
料

｢
県
境
萄
空
拳
爪

土
壷
毒

し
農
政
元
年

Sb
/
に
は
､

(
詳

二
七

)

｢
武

=
,盾
iNJの
謹
直

書
翁
を
水
野
蔀

(
善

二
八
)
普

中
泉

舟

へ
環
入
鹿
前
書

て
妻

□
れ
り
細

り
し
か
は
具
挽
尾
の
癖
声

同
時

に
発
し
布
山
轟

古

く
沓
撃

ち
q
要

石
に
出
前

に
お
禿
て
は
此
準
敦

に
て
大
畑

人
数

八
十

二
人
恵

ま
れ
し
宅
藍
国
威

(
煉
商

の
触

り
せ

有

LE7え

(
以
下
略
)
L
と
祈
り
.
大
畑
封
の
出
身
被
宮
葛
巻
卑
し
J

盛

岡

(
の
層
出
を
渋
滞

-
盲
理
由
は
何
で
あ

っ
た
tO
,つ
か
｡

7
ナ

シ
リ
の
乱
は

､
ア
イ
Ty
の
覇
籍
的
i<
考
乱
で
商

っ
た

O
こ
の
乱
の

原
因
は
､
ア
イ
h<
に
対
す

召
略
奪

･
曙
最

･
鮭
横

宅
含
む
革
帯
外

拍
葬
制
と
経
済

的
の
而
兎
別

の
雇

人
を

も
の
で
あ
る

Q
そ
れ
が
大

畑
村
環
出
希

署
の
常
態

康

路
と
Lri,り
､
大
畑
村
富
と
重
大
を
関
係

に
あ

っ
て
モ
正
等

脊
由
が
石

い
魚

が
伏
在

し
て
い
た

ク

ー
露
草
｣

居
士

百
九
十
六

に
よ
れ
ば
､
田
名
部
代
官
所

へ
攻

の
届

け
出
が
行

わ
れ
だ
O

｢
ぬ
前
よ

り
二
番
白
布
宿
舎

の
写

己
西

田
月
帯
地

ク
ナ

ン
リ
リ
夷
と
も
武

川
ス
兵
征
支
局

の
庫

に

付
日
本
人
奄
候
書
紀

l
J
ク
ナ

ン
リ

(
南
喪
大
畑

出
生

)
十
奥
行

(
寺
充

の
者
不
環

)

本
選
上
市
綴
怒
前
庭

地

二
言

五
十
宴
逼

上
五
百
有
壁

八
百
上
旬

よ
り
寧
筒
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t
'
マ
メ
手

ヲ
亡

へ
大
畑
)
位
東

征

(
電
斬

)

左

堰
七
番

菖
東
征
と
中
老

は
､
仁
雫
南
七
音

に
付
句
歴
候
由
申

-｢＼

I
/
Jン
(
γ
へ
南
部
田
名
乗

)
･声
次
郎

(
巾

簡

)

一
､
モ
ロ
モ
ウ

(
甲
石
部
)

敵
兵
征

武

川
ス
兵

征

子
梅
十

五
人
棄

耳
讃
和

合

九
十
七

人
硬
膏
候
由

右

の
毎
武

川
ス
東

征
安

部
幸

代
大
畑
劫
吐
円
建
席
有
感
転
出

ち

右
手
印
刻
報
出
申

傭

五
月

二
十
九
日

同
名
蔀

松
尾
十
走
行

f
T

.帝

石

斗
歳

島
田
頚
央
征

度

汽
谷
恵
右

往
円
舞

｣

(
註

二
九

J

こ
れ
と
前
碍

し
て
大
畑

で
は
ー
慶
離
名

の
原
価

に
よ

っ
て
､
藻

相

か､
磨
軒

所

へ
報
告

ざ
れ
た

｡
ス
春

原

の
妄

扉
人
で
奉

り
置
席

の

暫
遇
裏

で
あ

っ
伝
大
畑

弘
身

の
北
対
席
七
は

､
澄
暦
女
人
菅

空
輿

記

し

て
い

ち
｡

｢
あ

石
碑

の
ま

と
ゐ
に
北
智

伊
上
と

い
､'1

も

の
､
置
し

こ
ろ

､

?
.ナ

Iソ
リ
の
ゑ
み
し
ら

'
奉

り
均
す
ち

k
怒

り
の
の
し

り
た
ち
そ

の
轟

LN
1才
し
.S
'
瀬
音
tて
わ
た
り

tJ
J
七

十
人
あ
ま

り
の
人
言
恵

草
の
帝

息
こ
し
て
殺

し
た

否
i
i
､
わ

れ
の
帝
は
､
考
/:
み
し
､
卑

帯

暴

く
ihj丸
た
る
お

く
ひ
喝
ふ
た
や
J
碍
ま
七

く
せ
よ
と
て
./
宜

し

て
日
石
は
弓

と
達
リ
た

り

O
ヌ
と
し
i･｡_
三
十

に
丘
き
ま
て

＼
し
く

ま

に
モ
≡
た
(J
分
け
ら

れ
て
J
考

匝

いく
甘
く
モ

ーy
守

り
れ
､
峯

子
〓
i1
有
言
あ

か
し
､
鮎

に
在
り
て
樺
斬

れ
､
如

く
た

け
T

､
C/

ふ
れ
た

ち
さ
上

や
か

の
板

に
S
り
て
I
事
に

い
さ
ir.b
ば
れ
て

三
El

自
適

LJ.E

Jil
J

u
t
い
ち

く
す

だ
手
く
は
れ

て
､
か
巧

さ

啓
に†

か

れ
は

､
世
中

こ
れ

に
∈

/＼
ふ
お
そ
ろ

し
き

:6
は
あ
,-rJ
L
灯

し
､

こ
れ
硬

､
碑

L∃
と
け
の
巨

†

日
韓

っfk
r･岩

夫
と

て
き

り
如

｡
｣

(

註

三

〇
)
棄
背
は

､
北
村
伯
上
と
の
衝
撃

的
を
対
串
叩
_こ
は
モ
夫
ノろ

A

J
転
封
恵
佳
時
代

の
国
領

に
,村
し
て
も
批
判

か
ま
し

い
t
】と
は

教
壇

圭

一一ロ
つ
丁
寧

り
青

い
.

h
l)を

｢
此
人

に
か
け
り
て
｣
国
学
者

ら

し
い
歌
を

一
首

を
詠

ん

で

い
ち
(

の
か
九
こ
し
晦
貢

の
遠

山
あ

さ
か
ら
ぬ

碑

の
藩

亨
卑
ヒ

し
＼り
わ
め
ス
d

表
札

の
発
生
地
軒
松
前
藩

領
で
あ

っ
胃
が
敦

に
､
｢
原
始
渇
望
署

t4
士
音
素
｣

か
ら
史
料
を

尿

素

し
た
｢
青
森
県
吏
｣

(
註

三

二

捕

､
そ
の
吏
賓

の
記
戟

tXJ
裸
漏
し
て
い
石
畑
､
華

に
大

畑

と

い
＼つ

甲
域
更

と
い
う
よ

り

も
､
青
森
膚

具
に
と

C
て
毒

穴
な
事
件

で
あ

て十二

兆
村
一任
と
は
九
死
に

一
生
苫
碍
た

一
人
で
あ

っ
て

J
不
幸
頂

席

強
者

を
賃
く
出
し
后

の
は

､
下
北
半
島
壁
_ヨ

じ
ま

っ
て

火
乗

の

t
こ
J
と
弔
､つ
Q

ク
ナ
J./

U

の
衣
乱
背

頃

の
壷

田
を
考

え
て
尋
石
昏

＼り
抄

･
南
東

着
型
軍
制
に
よ
る
寒
剤
釣
昏
♯
政
と
畠
山
牙
家
が
港
執
雀
産
.<
L
i

と

い
え

る
.
か
く
し
て
諦
確
度
の
宙
貰
貸
本

の
竜
北

と
し

て
の
-

出
家

声
質

の
顔
感

か
正
式

の
ル
ー
ト
宅
建
覆

い
事

葉
が
あ

っ
た
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と

考
え
ら
れ
否
｡

左

､
新
生
面

の
細
腰
と
軌
摩
稼
妻

牙

三
代
S
帝
弾
置
久
兵
征
は
､
蝦
夷
牝

の
城
塚
事
業
か

,り
､
更

ヒ
節
室
蘭

の
閏
箱
に
竃
iT
L
だ
O
即
ち

督
永

〓
茸

へ
一
七
七
三
)

雪
印
藩
に
討
て

る
｣遠
雷
雀

八
′十
百
八
十

≡

何
の
中
､

〓
十
七
百

八

十
三
両
字
音
増
し
r
廃
合
五
十

B
百
両

の
代
償
と
し
て
､
台
鞠

･

雪
等

･
常

寄
市

･
国
篠

の
E
r場

所
の
安
葛
を

J
t一
十
窟

年
商
萄

頁

･つ
二
ヒ
在
韓
可

rU
九
.
婁

永
三
年
か
､り
各
場
市
電

は
一
隻
す

り
鶴

首
き

っ
て
軽
輩

し
た

｡

大

畑
｣lt
･Li炉
に
も

-
｢
失
費

札
｣
rtJJ
配
属
さ
せ

､
璽

田
斉

川
穴
-司

年
号

代
理
と
し
て
､
奪
致

三
年

二

ヒ

托
.
二

大
鳩
車
藩

や
F
L.(:舞

茸
で
滞
在

し
て

=
ro｡

一二
三
､
持
記
号

(
き
二
と
伊
方
l/
〔

二

二
へ
捕
手
菜

二

七
･'
≡

)

艮
全
日
的
+
/
軌
健
で
寄
っ
た
‥(?
二
L
比
半
喪

一
円
は
.
土

師
に
入

て
モ
,>
て
七
味
き
兼
き
､
癖

入
れ
を
着

ろ
,髭

の
官
主
こ
ぐ
専

任
細

さ

､三
馬
と

い
･つ
笥
様

で
乗

っ

た
rJ
こ
の

大
飢
産

の
懐

ー
土

地
倉

庫

へ∴
東

.=.穴
Tt{価
立
(
,
I.1
誓
戸
(S
東
本
商
禰

有
司
兵

狂
言
代
華
人
と

し
て
大

腰
早
耳
年
滞
在
し
て

,/
石
板
竪
乍
咲
従
軍

f
7
,
鮎

モ
モ

(ノ

て
棄

頚
纂
出
し
に
寮
長
し
て
い
否
の
｢
官
塩
草
軍
T.Et
土
年
表

L
H/

･.
I.
一
･1

･.
-･

.

･･
･至

.

:..･･;･
=r
J･
･･.l
･

.

･t...
･.T
･.

r
L=
.

雪

空
工
詞
Ll
雷
で
凍

[･Lj
LL冥
L･,
こ

し
て結J
JJ
す

､
せ

S
申
請

r:,

-

L/
ALJ持
た

ち
上
目
の
ま
i
b
n
J乱
確

の
表

層

肇

々
専

ヒ

し
て
､
藩

tTJl]千

告

ハ
逐
一と
tg
J
し辛
や
井残
忍
摂
家
の
碓
/蔓

口
孝
男
自
宅

I!,y
s
璃
士

宅

等
て
度

し
も
稚
船
は
素

よ
り
僧
uTo5
毎

々
信
書
丸

二
七
南

屯

･

大
慶
義

.
正
確
九
号
軒

t/T4
(
書
包
有
石
亀

ハ
軟

膏
遍
路
霜

か
Lht
ら

さ
う
ち
ii毒

す
葡
甲
秋
田
等

(
草
書
句
登

り
し
か

〓
育

て

(
中
曙

.)
氷
雪
唐

草
上
華
甲
村
里

へ
軌
喪

さ
ん
と
の
(/(Ty
(
玖
下
略

)

L

(

註

≡
≡

と
lT
D
L
て

い
ナLpIJIC

一
､亮

記
環
て
.
極
力
敢
米

の
葦
蒔
田
衰

亡
苧
わ

し
を

こ
と
が
わ

か
itt.･J.
〟
+
.畑
で
TIbII.AT｡
乞
蘇
洋

二
海
田

･
秋
田
L
J勺
け
て

い
吉
が

J

歴
葎
琶

府
原
質
の
他

に
町
の
肩

口
者

に
i1
っ
て
米

の
売

ti
L
教

畳

字
革
軍

の
'
鼓

甲
の
寿
頻
出
草
笛
召
取
り
訣
S
J
し
て
い
tO
JH
i
)

は

罵
迷
寸

一
こ
し
.tf,
出
表
古

い
]･

大
畑
の
有
j;
帝
人

一
撞
表

民

各

席
専

‥計./
7

∵
､
十
､
町

簡
等
号
異
化

仙

正
摘

花
肝

急

伸

琴
丘
､
tj

僻

伊

兵

征

伍

t/
芥
手
兵

短

篇

氾

軒

石

社

内

帰

だ
兵
往

一･ 号 ---

･y
扉
由
等
筆

凡
土
年
表

33
に
よ
り
隼
乾

山
≡

乾

布
.
L屯
は
下
光
半
島
の
産
業
等
苛
簡
礎

の
壁
朝

密
帯
.に

繋
乃
し
て
亨
を

.･6
､
〓
望
貫
項
早
簸
て
各
町
に
径
も
繋
十
三
't/
千
(

川
ス
阜

汀

u7
6
;繍
将
膏

に
よ

り

布
津
妻
女
看

官
嚢
召
人
専
す

る

t
f
)
i
,出
譲
だ
o
Tこ
の
中
で

下
北
半
島
L

T
常
緑
す
一′つ
講
謹
葛

切
要

封

は
:I
J
｢
宝
啓
B
耳

へ

一
七

千言

二

域

ケ
華
封
符
･空

車
..料
.引
当

ニ
ヰ

石
穐

向
撮
琴
手
形

)
.-
か
記
哉
吉
聖

J
トC
り
､
請

常
人
tJt.武

引
ス
某
社

･
ス
凍
部
と
な

っ
て
い
V
,)
･

下北
や
巧
で
は
.
講
簿
琶



同
音
-マ
書

言

1
'
二
葉
常
し
て
お

り
､
て
唐
金
聖

人
｣
甲
繁

く
宣

K7j
ii
,)
で
第

百

n

琴
符
fJL].酷
護
岸
は

E]代

に
わ
ii
j
っ
て
､
+
(
周
吉
尾
場

に
娠
萄

碓

語
頭
晴
代
か

ら
増
野
寿

賀
痔

代
と

石

っ
モ

ク
ク
十

､ン
リ

･
干
イ

プ

リ二

八･rl
鞘
乱

に
｢
6
っ
て
-
ま

た

二
王

へ
畑

の
罷

弾
質
量

値
の
章

.舵

八
毒

右
往
円

の
k
･
正
事

件

と
雷

も
あ

(..
LJ
-
罷
替
産
ズ
集

符

の

隼
hPL
す

73ま
で

の
正
史

好
個
轟

の
壷
弥
虎
宅

二

て
九
号
再
で
確

か

に
下

北
半
島
史

の
上

で
天
停
電
罵
言
と
丁三

二
)度
量

で
あ

ち

C
〓

S
碓
琵
発
表
は
後

日
桜
音
待

ち
た

い
〝

六
､
七

す

(
)

心

罷
坪
庭

t(
兵
征

朴
車
歯
頚

ヽ
多
額

の
L撃

虐
言

L
E
史
封
は
デ

F
J
EElJ
専
当
J-っ
竃
い
｡
し
丸

L
t
大
畑
壬
中
心

と
す

る
地
元
入
札
竜

(
cr
融
童

は
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